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夫次

玉川村長

車問

村
民
と
と
も
に
築
く

着
実
な
村
づ
く
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
政
各
般
に
わ
た
り

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
、

お
か
げ
さ
ま
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

ハ
イ
ウ
エ
ー
の
福
島
空
港
聞
の
開

通
、
総
合
文
化
体
育
館
、
特
養
ホ

ー
ム
(
仮
称
玉
川
ホ
l
ム
)
着
工
な

ど
、
諸
事
業
が
計
画
通
り
推
進
で

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
村
氏
の

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
の
議
会

へ
の

ご
協
力
と
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て

議
会
一
同
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
世
紀
に
入
り
三
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
依
然
と
し
て
回
復
の
兆

し
が
見
え
な
い
我
が
国
経
済
状
況

の
中
で
、
玉
川
村
に
於
い
て
は
昨

年
九
月
に
は
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
が
福
島
空
港

I
C
ま
で
開
通
さ

き
ま
し
た
。
ま
た
大
き
な
災
害
も

な
く
、
村
政
が
順
調
に
推
移
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「空
と
緑

N

新
H

呼
吸
す
る
た
ま

か
わ
」
の
創
造
を
目
指
し
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
決

L

怠
を

新
た
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

我
が
国
は
、
デ
フ
レ
の
時
代
に

入
り
経
済
構
造
の
空
洞
化
、
製
造

蒸
地
が
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ

シ
フ
ト
の
変
転
な
ど
で
、
大
変
厳

れ
た
こ
と
や
、

玉
川
村
総
合
文
化

体
育
館
の
建
設
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
l
ム
建
設
事
業

へ
の
着
手

な
ど
、
村
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た

事
業
が
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り

ま
し
て
順
調
に
推
進
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
存

ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
年
々
進

行
す
る
少
子
高
齢
化
や
男
女
共
同

参
闘
の
拡
大
、
生
涯
学
習
社
会
の

進
震
な
ど
、
玉
川
村
の
新
時
代
に

対
応
し
た
新
し
い
社
会
体
制
づ
く

り
が

一
歩

一
歩
進
め
ら
れ
て
い
る

住
民
参
加
で

新
時
代
の
村
づ
く
り

英

玉川村議会議長

西川良

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
社
会
環

境
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
、
高

度
情
報
化
、
地
方
分
権
、
雇
用
問

題
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
大

き
な
変
革
の
時
代
を
背
景
に
行
政

の
需
要
は
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
人
、

物
、
情
報
な
ど
、
交
流
基
地
と
し

て
利
活
用
の
促
進
、
空
港
周
辺
整

備
事
業
、
森
に
し
ず
む
文
化
都
市

と
し
て
あ
ぶ
く
ま
新
高
原
都
市
構

想
、
東
京

一
極
集
中
の
是
正
と
多

極
分
散
型
国
土
形
成
に
対
応
し
た

首
都
機
能
移
転
の
受
け
肌
づ
く

り
、
高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
た

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
エ
ー
全

線
開
通
、

F
I
T
構
想
な
ど
、
将

来
を
期
す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
白
然
環
境
を
活
か
し
た

第
四
次
振
興
計
画
の
実
現
の
た
め

計
画
的
な
財
源
確
保
に
努
め
な
が

ら
、
「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ

れ
る
村
づ
く
り
汁

「夢
の
あ
る
村

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
知
恵
を
出

し
合
い
、
住
民
総
参
加
に
よ
る
連

帯
と
協
調
の
も
と
実
現
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

年
も
引
続
き
、
空
港
関
連
周

辺
整
備
、
道
路
網
の
整
備
、
付
加

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
、
市
町
村
に
は
地
方
分
権
時

代
に
対
応
し
た
行
財
政
基
盤
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
自

己
決
定
、
自
己
責
任
に
お
い
て
立

ち
行
け
る
行
政
規
模
と
財
政
基
椴

の
旅
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

現
在
、
閣
に
於
い
て
地
方
財
政

の
構
造
改
革
と
税
源
移
譲
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

に
よ
り
、
村
の
基
礎
的
な
財
政
規

模
が
決
ま
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

量
的
、
質
的
な
規
模
が
決
ま
っ
て

参
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
質
の
高
い
行
政
を
行
う
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
づ
く

り
や
、

N
P
O
に
よ
る
行
政
支
援

等
住
民
の
方
々
の
参
加
に
よ
る
行

政
支
援
体
制
の
充
実
強
化
が
大
変

重
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

玉
川
村
が
こ
れ
ま
で
に
、
福
島

空
港
を
核
と
し
た
村
守
つ
く
り
を
進

め
る
中
で
培
っ
て
き
ま
し
た
住
民

参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
新

時
代
の
村
づ
く
り
に
も
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
を

致
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
致
し
ま
し
で
も
、
村
氏

の
皆
様
と
共
に
汗
を
流
し
な
が

2 

価
値
農
業
の
碓
立
、
商
工
業
の
育

成
、
福
祉
と
健
康
づ
く
り
、
健
康

は
村
民

一
人
ひ
と
り
の
心
豊
か
な

生
活
を
営
む
う
え
で
の
基
本
で
あ

り
、
生
涯
健
康
で
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
総

合
体
育
館
、
特
養
ホ

l
ム
の
建
設

促
進
、
今
出
ダ
ム
建
設
、
さ
ら
に

時
代
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

目
的
達
成
に
向
け
て
、

最
善
の

努
力
を
尽
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
村
氏
の
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

ら
、
常
に
皆
様
の
声
を
大
切
に
し

つ
つ
村
の
振
興
発
展
に
努
力
を
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
c

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

田
村

一 政嗣 丈次

職 車 小魚車
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h
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長
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芦籍事務の電算化について
シリーズでお知らせしてきましたが、法務大臣の指定を受け準矯が整

い、 2月10日〈月)からスタ…トすることになりました。

電算fじすることにより、証明器の手数料が変わることはありません。

く戸籍の証日月書が横書きになります〉

r子

今までの戸績が

議
ヌド

li 
石

郡
玉
)11 
村
長

率

国

全部事項証明書に

{記係者区分1夫

，襲

名

戸籍立記録さ抗ているII

4持分事噴

出

戸Z努事療

戸2善後空襲

本

氏

た
ま
か
わ
版

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

第
二
回
設
立
準
備
委
員
会
を
間
同
様

十
月
に
組
織
さ
れ
た
設
立
準
備

員
会
(
委
員
長

長
)
は
、
一

う
つ
く
し
ま
広

域
ス
}
ツ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
、
あ
づ
ま
稔
合
体
育
館
に
お
け

る
ス
ポ

i
ツ
教
室
の
ク
ラ
ブ
化
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
c

特
に
体
育
館
と
い
う
行
政
が

主
体
と
な
る
ク
ラ
ブ
化
に
お
い
て

は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
自
立

し
た
意
識
の
形
成
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
研
惨
は
、

政

型

の

つ

平成15年 1母広報たまかわ

わ
ソ
組
み
と
そ
れ
を
支
え
る
広
域
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
i
の
役
割
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
設
立
準
備
委
員

会
で
は
、
こ
の
研
修
を
も
と
に
住

民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
住
民
主
ル
件
、
行
政
支
援
の

ま

か

わ

版

「

総

ス

ツ
ク
ラ
ブ
い
の

い
ま
す
。

次

士

大

エ}iI-tf，

以下余白

。由O&Z

これは 戸務中のー忽由者について記録されている準殺の全部を証明した窪滋でるる.

時奴

だ
れ
に
で
も
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
献
血

議
液
の
機
能
を
完
全

で
き
る
手
段
は
存
在
し
な
い
た

め
、
皆
さ
ん
の
獄
自
に
よ
っ
て
必
要

な
血
液
を
雑
保
し
な
け
れ
ば
、
現
代

て

節
に
よ
り
変
動
が
あ
り
、

場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
献
血
者
が

減
少
し
、
長
期
保
存
の
で
き
な
い
輸

出
用
胤
液
が
不
足
し
ま
す
。
村
で
は
、

今
年
度
最
後
の
献
血
を
一
月

日
(
水
)
に
予
定
し
て
お

で
、
献
血
車
が
お
伺
い
'

是

非

ヂ

い

つ
つ
が
む
し
病
に
注
意

f -Sportsクラフ、ハウスでの研穆のようす

村
内
に
お
い
て
、
つ
つ
が
む
し
病

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
雑
木
林
、
や

ぶ

、

畑

な

ど

…

に

は

、

次

の

レ

て

く

だ

さ
い
。

• 
・
休
息
す
る
と
き
は
、

地
を
選
び
、
草

っ
た
り
し
な
い

・
ダ
ニ

防
虫
剤
を
衣
服
に

2月10日から、役場/.員釜吏所総

窓口発行詑弱蓄用紙

が変わります
し、記載されるようになり

領お泉nillii季五時狩長

111 

電算化後

J]WII 

E克

命
を
救
え
る
の
は
あ
芯
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん

骨
髄
パ
ン
ク
に
謹
鰻
を

る
治
療
が

こ
の
治
療
は
骨
髄
提
供

ド
ナ
:
〉
か
ら
骨
髄
液
を
採
取

し
、
患
者
の
静
娠
に
点
滴
一
出
射
す
る

方
法
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
ド
ナ
ー
が

見
つ
か
ら
な
い

ら
れ
な
い
こ
と

σ〉

口発廷の次の護調書用紙が、全て政

ざん詰止を5をした用紙に変わります。

また、証明識に押される公印{手、

来色からE震予公叩の照岱に変わりま

90 

守内

-
自
印
械
の
裂
が
一
致
し
な
け
れ

ば
、
た
と
え
親
ヱ
J

で
も
移
櫨
は
で
き

ま
せ
ん

ホ
血
球
に
A
・
B
-
。
剤
一
の
車
液

型
が
あ
る
よ
う
に
、
白
血
球
に
も
E

L
A
型
と
い
う
型
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
型
が
ご
欽
一
し
な
い
と
骨
髄
移
植
は

拒
絶
反
応
な
ど
の
副
作
用
に
よ
っ
て

成
功
率
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
兄
弟
姉
妹
間
で
は
四
分
の
一
の

確
立
で
一
ま
す
。
し
か
し
、
親

し
か
一
致
せ
ず
、
非

で
は
数
百
1
数
万
分

一
致
し
ま
せ
ん

G

¥
，
/
 

びこ
の
た
め
、

(
ド
ナ
1
守

合

て

H

L

A

型
を
登
録
し
、
骨
髄
移
植
の
機
会
を

雑
保
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す

0

・
登
隷
は
献
血
に
併
せ
て
苛
え
ま
す

常
設
の
登
録
窓
口
と
し
て
は
、
日

赤
出
液
セ
ン
タ
ー
、
及
び
一
部
保
縫

福
祉
事
務
所
で
受
付
を
行
合
て
お
り

ま
す
が
、
献
臨
む
併
せ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
採
血
も
一

度
マ
済
み
、
登
録
窓
口
ま
で
行
く
手

間
が
省
け
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

次
ぴ〉

ブ

いダ
。イ

ヤ
yレ

問
問

0
1
2
0
i
4
4
5
i
4
4
5

4 

沢

民
υ
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村
県
民
税
(
所
得
税
)
の
申
告
相
談

指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

注
民
税
や
所
得
税
の
申
告
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

よ
り
申
告
相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
市
仲

の
申
告
案
内
通
知
君
臨
に
記
載
さ
れ
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

倍
さ
れ
ま
す
よ
う
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
+

の
巴
程
に
年
金
受
給
の
方
、
窓
療
費
控
除
や
悲
弔
取
得
等
い

け
ら
れ
る
方
を
対
象
に
し
た
日
を
設
け
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支
払
い
を
受
け
た
人
や
、

他
に
も
所
得
の
あ
る
人

地
代
・
家
賃
・
年
金
等
)

・
年
金
所
得
者
。

-
雑
損
控
捻
や
医
療
費
控
除
、
住

宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
よ
、
っ

と
す
る
入

0

・
一
定
の
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
、
勤
務
先
か
ら
役

場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
入
。

-
前
年
中
に
病
気
や
失
業
中
で
全

く
所
得
の
な
か
っ
た
人
も
そ
の
旨

を
申
し
出
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
人

平

成

月

日

で
、
玉
川
村
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
十
四
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
入

は
す
べ
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
ふ

と
お
り
で
す
。

σ〉

サ
ー
ビ
ス

で
い
る
入

0

・
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
人
。

-
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の

平成15任 1月

村職員の定員管理等の実態を公表します

広報たまかわ

一般行政醸の級腕職員数の状況(平成14年4月1E3現在)

82 

100 

事

7 

8.6 

主事

17 

20.7 

2級

ザ

2
7

転運
叫
叫
州務山{均

お
む

品
開
悶授

、j
一、J
一時
F

以一
W
M

一M
W

一

…

寸

じ

hv-A
一レ
L
M

一
号
。

一
割
一
紘
一
は

龍
一
構
一
注

主

1之

申
告
に
持
参
す
る
も
の

村
で
は
パ
ツ
コ
ン
に

②
印
鑑

の
金
融
機
関
等
の

指
定
日
に
串の

申告相談日程表

1詩15分

午後1時~午後4時30分

須釜公民館

就業設慈センター

困惑告会主義

茜部地広

策部t豊富

雌受吋時間

部門部議員数の状況(平成14年4F.11日現在)

1議 員 数

平成13年態 平成14$捜
スリ

5義 :z:;主 2 

総務 般 10 ム 1

企語閲覧 ア 6 ム 1

f主毘鵠 j護 3 3 

一般行政
守党 務 5 5 

民 生

1語 生 G 

農 林 水 葱 ア 7 

土 木 7 

!J¥ 計 63 ム 1

特製行政 教 語 15 15 

水 道 4 4 

下 7Jく 道

公営企業等会計 保響楽 3 3 

介穣1果 験事 議

fJ¥ a十 9 9 
4c2コb 5十 87 86 

④

会

社

員

、

の

給
与

J

所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
ま

の
支
払
証
明
書
⑤

、
収
支
内
訳
書
を

の

⑨
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

(
税
務
署
か
ら
送

付
さ
れ
た
人
の

対象窪及び対懇書

一部(午前)

多と
二戎Js: 

月qJ} 
対象区及び対象者2月

12上I(ノ'J()

14B (金)

17日(月)

18お{火〉

13日(木)
定員適正化計回の年次進捗状況(各年4月1日現在)

戸企部 {午後)近]11 

19B (71() 

20日(木)

21B (金)※定員適正化Id:行政改革大繍iこ墓づき、主に定員の削減を巴的とした計画で平成12$震を初年態とし、平成11年4月 18翠在の職員を5年

鵠で2人削減し89人とするものです

6 

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人

掛
請
負
契
約
朝
一
一
一

ど
の
事
し

A
家
屋
の
受
記
鰭

票
血
住
宅
取
然

入
金
の
年
末
残
す
…

A
源
泉
徴
収
票

離
還
付
金
の
振
込
み
先
の
口
一
総
額

A
印
の
書
類
の
コ
ピ
ー
は
認

め

ま

せ

ん

の

い

。

ヲ主

来税務署からの通知があった万は税務署の通知が譲先します。

※指定されたと3に申告でさきない方は、電話であ気軽にご楕談ください。

(開会わせ先) ~.異議)11税務議 怨 0248-75-2410
岱 57-4622

七之上才

仁I

17日(丹)

IU奇

一部作品諒)

一吉[$(午後)

f込

28日{金)

国
民
年
金

Q
&
A
 

の
老
齢
厚

て
い
ま
す
が
、

過
去
に
菌
兵
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
た
期
間
が
あ
り
ま
す
c

今
年

六
十
五
歳
に
な
り
ま
す
の
で
、
国

民
竿
金
を
請
求
す
る
に
は
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

A 

ハ
ガ
キ
様
式
〉
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
そ
の
月
の
末
吉

ま
で
に
、
生
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
皆
の
「
市
町
村
長
」
の
証
明
を

受
け
、
返
送
す
れ
ば
国
民
年
金
分

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
c

部
人
情
報
の
収
集
に
ご
用
心

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装

っ
て
電
話
を
か
け
、
家
族
の
勤
務

先
の
名
私
、

倍
人
情
報
の
収
集
が

れ
て
い
る
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ア



平成15年 1月
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広報たまかわ

優
良
従
業
員
を
表
彰

平成15年 1月

村
蔚
工
会
で
は
、
平
成
十
四
年
度

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
村
商
工
会
館

で
行
い
ま
し
た
。

村
内
十
事
業
所
の
二
十

一
名
に
境

田
副
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
車
田
村
長

と
西
川
村
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ

り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
東
京
部
品

工
業
(
株
)
福
島
工
場
に
勤
務
す
る
小

林
秀
忠
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
県
職
業
能
力
開
発

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
佐
久
間
勲

氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

D

福
富
双
羽
電
気
(
株
)
坂
崎
昭

安
藤
樹
雄

中
根
精
工
(
株
)
降
矢
則
子
渡

迭
さ
な
え

(
奇
)
玉
川
興
産
関
根
武
雄

(
育
)
力
ト
ヤ
小
山
田
初
子

(
商
)
伺
武
隈
環
境
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

小
針
ミ
ツ
エ

東
京
精
工
(
株
)
長
谷
部
春
美

石
井
誠
、
岩
谷
唯
義

(
株
)
片
山
ゴ
ム
福
島
工
場
塩
沢
善

勝
、
渡
辺
ゆ
か
り

ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
(
株
)
須
藤
金

一

石
川
拓
郎
、
諸
岡
久
美
子

(
育
)
西
枚
縫
製
首
藤
ハ
ツ
子

東
京
部
昂
工
業
(
株
)
福
島
工
場

広報たまかわ

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
寄
付

卓球で熱戦を展開
第 19回村民卓球大会{cL村勤労者体育センターで、小学生から一般ま

で約100名が参加して行われ、それぞれの種目に熱戦を繰り広げました。

上位入翼蓄は次のとおりです。(敬称略)

軍小学生の部

優勝石森雅人(須釜小)準優勝宗形早苗(須釜小) 3位草野由紀

(須釜小)・宗形美咲(須釜小)敢闘賞 佐藤浩美(須釜小)努力賞 宗

形美奈(須釜小)

圏一般の部

奪還喜多額壇場i班活 優勝 車田康文(泉中) 準優勝 車田純一(安積雪空明)

3位車田正喜(玉川ク)、塩沢正勝(玉川ク)敢闘賞育費講敏(須

釜中)、鹿又 悟(泉中)努力賞五十嵐毅(須釜中教)中学生優秀

小
林
秀
忠
、
高
松
信
弘
、
熊
田

一
士
口
、
緑
川
充
、
真
野
日
孝

義

(
敬
称
略
)

津
軽
三
味
線
小
山
流
貢
英
会
の

小
山
貢
英
(
安
食
英
男
H
岩
法
寺

の
、
お
食
事
処
お
ば
こ
応
主
)

さ
ん
と
小
山
英
一扇
(
川
辺
矢
部

千
代
子
)
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
募
金
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
一

月
十
七
日
に
母
畑
温
泉
八
幡
屋
で

開
催
さ
れ
た
津
軽
三
味
線
小
山
流

貢
英
会
福
島
支
部
五
周
年
記
念
チ

ャ
リ
テ
ィ

I
シ
ョ
ー
で
の
募
金
を

寄
付
き
れ
た
も
の
で
す
。

優勝大川内菜月(須釜中)準優勝宗形美代号(玉

川ク) 3位大野亜希(須釜中)、車田理絵(泉中)敢闘賞鈴木富士江

(玉川ク)、秋山裕香(玉川ク)努力貰 長谷沼久美予(泉中教)中学生

優秀選手賞関根美住(泉中)

纂諺童夢i曹団園 優勝 車田純一・車田康文(安積翠明・泉中)準優勝 吉田

正明・岩省直紀(須貫)11・岩瀬爵 3位 大川内菜月・大野亜希(須釜中)、

車田正喜-宗形美代芸(玉川ク) 敢闘賞 塩沢結花.i自害あゆみ(須釜

中)・関根育紀・村越 路(須釜中ー泉中) 努力貰 増吾正広、我妻由香利

(玉川ク) 申学生優秀選手賞 石森直人、塩沢達也(須釜申)

シクラメンの鉢をプレゼント
勤労感謝の日を前に、すがま幼稚園の園児たちが郵便局や消防署を

訪れ、「まいにちのおしごと、ごくろうさまですjと元気な声で感謝

の言葉を述べ、シクラメンの訴をプレゼン卜しました。

小さな盟兜たちの感謝の言葉(こ仕事の疲れも吹き飛び、笑顔いっぱ

いに応えていました。

また、いずみ幼稚園、泉保育所彊児らも役場などを訪れ、シクラメ

ンの鉢を贈りました。

須釜中学校歴代のPTA会長OB会は、図書購入費にと30万円を

寄贈しました。

この巴はPTA会長OB会の大木吉邦会長が須釜中掌校を訪れ、野

口友香生徒会会長に目録を手渡しました。贈呈式には車田教育長、

玉山校長、 OB会の森清重さんが同席しました。 OB会は平成8年

に学校教育環境の整備などに協力することを目的に発足し、初年度

には横断幕2張、また、平成12年には図書購入費として50万円を

贈り喜ばれています。

須釜申PTA会長08会が

ビッグなプレゼント

8 

お
年
寄
り
と
の

ふ
れ
あ
い
会

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
で
は
、
お

年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
会
を
開
催
し
、

児
童
た
ち
が
ソ
リ
作
り
を
し
た
り
、

学
習
回
で
収
穫
し
た
も
ち
米
で
餅
を

つ
い
た
り
と
、
お
年
寄
り
の
方
た
ち

と
楽
し
い
ひ
之
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、

二
年
生
の
石
井
友

一
く
ん
と

大
和
田
愛
さ
ん
の
す
劇
が
披
露
さ

れ、

一一
人
の
か
わ
い
ら
し
い
語
り
口

調
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

死亡事政の根絶を期して
村内において、 11月15日に交通事故が発生し3名が死亡した痛ましい事故に

苅し、今後村内からこのような事故等を無くすことを目的に緊急交通対策協議会

が開催されました。

緊急交通対策会議は、各種団体の代表22名が参加し、午後6時30分から行わ

れ、車田次夫玉川村交通対策協議会長のあいさつの後協議に入り、石川警察署の

地域交通課の鈴木係長が死亡事故の概要説明を行い、その後玉川村における交通

事故防止の対策について協議され、運転者や歩行者のモラルの徹底、夜光反射材

の使用の徹底を各種団体がPRすることを確認し会議は終3しました。

9 



日UIðJ~司自の健康とよみ

~玉一小校内マラソン大会より~

新善玉川村民囲塞将棋大会
参加者募集

第40回
{呆

保

玉川村役場

i呆

給与所得者の確定申告福島県内の最低賃金が改正されました

-会場

@参加資格

(宗

1呆

1鶴見相談会

午後18寺30分~

三種混合予防接種・

午後 1時~
献血

午後3時~
3歳児健診・

午後 1時~
母親教室・

午前9時30分~
簡児教室・.• 

午後 1時30分~

21日(火)

22日(水)

24日(主)

28日(火)

28日(火)

給与所得者の大部分の方は、 f手末調整によって 1年間の所

得税の納税は完3しますが、次のような場合は、確定申告を

しなければなりませんc

①給与の収入金額が2，000万円を超える場合

②給告を1か所から受けている万で、給与所得や退職所得

以外の各撞の所得金頭の合計誤が20万円を超える場合

③給与を2か所以上から受けている万で、年末調整をされ

なかった給与の収入室額が20万円を超える場合等

また、次のような場合には確定申告をすると源泉徴収され

た所得税が還付される場合があります。

①災害や盗難にあった場合

②多額の医療費をまミ払った場合

③マイホームを住宅ローンなどで叡得した場合

④年の中途で退職し、再就職していない場合

詳しくは、お気軽に最寄の税務署又は税務相談室にお尋ね

ください。

タックスアンサーのコード番号は、 [1900](給与所得

者で確定申告が必要な人)です。

最低露盆 効力発生
最低重金(産業)名

1日 1時間 年月日

福島県援母員室 時間署員仁
610円 14.10. 1 

(τ記 5産業を除く全産業) 一本イ七

非鉄金属製造業 5，704円 713円 14.11.27 

電気磯械器具製造業

情報通信機械器巽製造業 5，386円 674円 14.12. 1 
電ミ子・デバイス製造業

輸送用機掘器呉製造業 5，656円 708円 14.12. 1 

精密機械器具製造業 5，616円 702円 14.11.26 

自動車小売業 5，608円 701円 14.12. 9 

-試合方法

-参加費

・参加申込

新書恒例の玉川村民囲墨将棋大会を次のとおり開催し

ますので、多数の参加をお待ちしております

・日 時平成15年1月19日(日)午前9時~午後3時
(受付:午前8時30分~8時50分)

玉川村就業改善センター 日本間

村内に居住する小学生以よの方

若しくは、村内事業所に勤務している方

A級・ B級.c級.D級別のリーグ戦

※C級は中学生上級から、 D級は小中写生を

自安としてください。

※参加者が多額となるクラス(8名以上を目

安)においては、予選ソーグ・決勝トーナメ

ント方式を実施する場合もあります。

600円(墨食代、当邑お讃かりします)

1月10日までに村公民館窓口、または電話

(岱57-4632)でお申し込みください。

(呆

.{呆

f果

/.奥

-公

思親教室・

午後6時30分~

1歳6ヶ月児!建診・

午後 18寺~

9""10ヶ月兜健診

午後 1時30分~

三三種混合予防接撞・

午後12時45分~
3-4ヶ月兜鍵診

午後 1時30分~

保:保鑓センター 須:須釜公民館

.2.島
4日(火)

7日(盆)

ア日(金)

188C火)

198C水)

寄付ありがとうございます
ド記の方々から社会福祉活動資金として詣:付をいただきました。

!手く踊i礼JflしJ:げます(村社会福祉協議会)

詳しくは、撞富労働局重金室(岱024-536-4604)又[誌、お
近くの労働塞準監韻書にお尋ねください• (:1' の飯 IHff，古jとさんから

・北須釜の小針敬人さんから

・ 占の大手)f/H J7{J!/)さんから

fiC 

辺の須藤 登きんから

小針金之さんから

の小針 ，!i[;J之さんから

.Jf/ 

• 

税務署からのお知らせ|お誕生おめでとうございます|

要介護認定者に係る所得税の控除について

所掲税法や地方税法では、申告する本人または扶養親族が

障害者(または特別障害者)に該当する場合、{臨害者控除Jと
して一定金額を所得力、ら控除することができる制度がありま

す。玉川村では、要介護・要宣援の認定を受け該当する方

(障害者手帳等の交付者受けている人は除く)について、 f障
害者控除jを受けるための{障害者控除対象者認定書jを発行

いたします。(平成12年.13年の修正申告分についても発

行いたします。)

詳しくは、役場健康福祉課窓口でご相談の上、申請してく

ださい。

瞳須翼)11税務署では、平成14年分確定申告書の作成のアドバ

イスを行う「自書申告棺談会場jを次のとおり開設いたします0

・開設期間 1月27自(月)から3月17日(月)まで

・開設場所 須富川市産業会館

園須翼川税務署では、年金受給者等早めに還付申告を希望さ

れる方のために、次のとおり確定申告説明会を開催しますc

@開催日時 1月24巴(金) 午前10時~12時

@開催場所 須費)11吊産業会館

(12月15日現在届出分)

出生児氏名 保護者名

ljq 柊

手u

ヒ野 Ijli利紗

手LI

いい、1ノ

欠11
H 

十
し
」

7
1ノ

Hl 

~.i、

J玉三

近

主~!

地区名

1I1奇

-『

1
J

ニコB
I
 

I二I

匂
合
援
活

• 

芋
閣
で
草
取
り
や
の
蟻
撃
で
逃
げ
よ
う
も
な
く
土
に
伏
し
た
り
小
針

金
主

10 

玉川勤労者体育センター

名称変箆のお知らせ

このたび、雇用・能力開発機構が所青していました玉)11

勤労者体需センターを、玉川村が震い受けました。

このため、名称を f玉川村体育センターJといたしまし

たので、お知らせいたします。

県税に関する休日窓口開設のお知らせ

県では、黒税に関する休日窓口を設け、納税杷談を受け

付けま弓ので、己、活用ください。

@自時 1月26巴(自)

午前8時30分~午後5時15分
県中地方振興局県税部

fi024-935-1241 . 1244・1247
-問合せ先

(12月四日現在居出分)

死亡者氏名 世帯主名

小針金一.~之

須藤シケ子

飯田武

小 針 キ ク

小針敬治 ツヤコ

大手[lEEl荒徳 キヱ子

広報への掲載を希望されない場合は、窓己への届け

出の際にお申し出ください。

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

nì~ 

地区名

]11 辺

ク

ド

ク

峰
子
ノ
~

レし

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

第

4
期

第
ア
期

納
期
限
は

1
月
U
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

イニ

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
1

1

1

村
公
民
館

き
る
な
し
俳
句
会
十
二
月
句
会
詠
草

田
植
え
す
る
手
を
挑
び
越
え

L
子
娃
は
バ
ラ
ン
ス
崩
し
肢
抱
え
た
り吉

田
ハ
ツ
子

日
を
鰹
ふ
杵
の
室
、
さ
も
去
年
今
年

由
記

ほ
ど
ほ
ど
の
手
抜
き
で
過
ご
す
松
の
内

凧
揚
げ
の
孫
持
つ
糸
の
空
に
治
ゆ

真
知

老
、
て
工
ま
更
、
主
え
た

-
j
刀
首

斗
司
パ
色
、
，

f
t
e
応
ザ
~
ザ
タ
F，f
t

、耳、
-sp

誕
生
日
来
る
も
杭
う
は
己
だ
け
過
ゲ
た
齢
よ
と
笑
い
な
が
ら
に
吉
田

沙、

代

産
衣
縫
う
針
先
か
ろ
さ
松
飾
リ

美
枝

白
水
の
沼
に
咲
く
花
古
代
蓮
室
も
茶
ゃ
ぐ
幽
か
に
揺
れ
て

呉
弓

は
ん

初
夢
や
搭
え
し
姉
ど
の
旅
ぱ
な
し

春
主主 華イニ

晩
酌
に
ほ
ろ
酔
う
老
夫
は
前
線
の
歩
哨
の
辛
さ
浪
し
て
述
ぷ

溝
井
は
な
よ

仏
壇
の
花
新
し
き
除
夜
の
鐘

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と
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シリーズ⑮

今日の食卓

おせち料理を

つくりましょう!

もうおせち料理は作りましたか。まだ作っていない方

も、もう作ってしまった方も是非挑戦してみて下さい。

今月は、玉川村食生活改善推進員会ょっぱの会主催で

12月22日に行なわれました「おせち料理講習会jで作っ

たものを紹介します。講師はテレビでおなじみの橋本ヨ

シイ先生でした。 ー
山
形
県
米
沢
市
|

小
林
典
夫
さ
ん
(
岩
法
寺
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、

上
杉
の
城
下
町
米
沢

市
で
す
。

米
沢
市
は
福
島
県
に
近
く
、
身

近
に
感
じ
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
の
中
心
部
に

あ
る
松
岬
公
園
は
四
方
を
濠
に
固

ま
れ
た
米
沢
城
の
城
跡
で
、
桜
の

名
所
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
上
杉
ま
つ
り
の
頃
(
四

月
下
旬

1
五
月
上
旬
)
に
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

上
杉
祭
り
の
必
見
は
五
月
三
日

の
上
杉
行
列
と
川
中
島
合
戦
で
す
。

しJめコ
3合

200g 

10cm角

fタ
- 材料(5"'6人分)ー

・米

・茄でタコ

・昆布

適亘

B 

[・糸三つ葉
・いり胡麻

・細切り海苔

・4由喜の干切

大さじ 1
// 2 

か 3

2"'3滴

A l・砂糖・;酉
・しょうゆ

・ごま油
上
杉
行
列
は
絢
澗
豪
華
な
神
輿

と
、
鎧
姿
の
上
杉
軍
団
の

一
凶
に
も

及
ぶ
大
パ
レ
ー
ド
で
、
一
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
川
中
島

合
戦
は
上
杉
と
武
田
の
戦
い
を
再

現
し
た
も
の
で
、
松
川
河
畔
で
行

わ
れ
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

趣
が
あ
る
上
杉
雪
灯
篭
ま
つ
り
、

一一
月
の
第
二
土
・
日
曜
日
に
行
わ

れ
、
市
内
全
域
で
雪
灯
篭
、
雪
ぼ

ん
ぼ
り
に
火
が
灯
さ
れ
と
て
も

幻
想
的
で
す
。
ス
キ
l
の
帰
り

に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
荏
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
宮
町
ー

1
4
6
2
1
)

一作り 方一

①米は洗って炊飯器に移し、昆布を 1枚入れ、ひたひたの水

に浸けておく。

②タコは塩(分量外)で探んでから水洗いし、薄切りにしてお

く。

③炊飯器にAの調味料を入れ、水加減をする。次にタコを入

れてスイツ子を入れる。

④主体を混ぜて盛り付け、 Bのうち招みのものを2"'3種の

せる。

江
川
ud
w

‘h
J
F
r

，
ぬ
也
川

崎
阿
川
【
内
川
u

J

れい

1u
V
1

・

am門
脈

-z
J
-
M開
d
a
4
d脂

血

r
hw
J
'
h
~

;
 

心に残る我がふるさと

fふるさとの輪を広く大きくj

東京都台東区

大木吉孝さん
(南須釜出身・大木吉邦さんの弟)

E車事副長聖1I&..iI;;I
玉
川
村
の
皆
様
、
そ
し
て
東
京
玉

川
会
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
と
し
も
、

「広
報
た
ま
か
わ
」
を

通
じ
、
と
も
に
ふ
る
さ
と
の
輪
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
毎
月
、
「
広
報
た
ま
か
わ
」
を
い

た
だ
く
の
が
待
ち
遠
し
く
、

一
気
に

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
「
ふ
る
さ
と
」を
改
め
て

発
見
す
る
喜
び
が
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
、
普
段
気
付
か
ず
に
い
る
ふ
る

さ
と
や
出
身
者
の
何
気
な
い
こ
と

に
、
細
や
か
な
日
が
注
が
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

在
京
玉
川
会
の
会
長
に
ご
推
挙
い

た
だ
い
て
、
早
い
も
の
で
七
年
目
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
間
ふ
る
さ
と
玉
川

と
の
情
報
交
換
、
在
京
出
身
者
の
皆

さ
ん
と
の
ふ
れ
合
い
な
ど
の
橋
渡
し

を
中
心
に
、
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、

玉
川
村
の
中
学
生
に
芸

術
鑑
賞
の
機
会
を
と
考
え
、
和
の
音

楽
が
見
直
さ
れ
る
中
、
「
民
謡
と
津

軽
三
味
線
鑑
賞
会
」
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
演
奏

の
中
で
、
阿
部
金
三
郎
、
銀
三
郎
兄

弟
(
高
校
生
、
中
学
生
)
の
、
あ
の
高

名
な
吉
田
兄
弟
に
も
負
け
ず
劣
ら
ず

の
三
味
線
ば
ち
さ
ば
き
は
、
多
く
の

中
学
生
の
心
を
ゆ
す
り
、
大
き
な
感

動
を
呼
び
起
こ
し
た
も
の
と
自
負
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
と
し
も
東
京
玉
川
会
は
、
ふ
る

さ
と
の
輪
を
広
く
大
き
く
し
て
い
く

こ
と
に
、
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
「
広
報
た
ま
か
わ
」

が
太
い
つ
な
ぎ
手
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
す
る
も
の
で
す
。
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平成14年10月オーストリアにて

| 東京玉川会では常時会員を募集しています。詳しくは、役場企画財政課岱(0247)57ーお弱まで 1 




